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 ６月１２日（日）くもりのち☂ 

  こども９ おとな７ スタッフ３ 

梅雨時の百間山渓谷に大きなナガレヒキガエルや、ガマガエル、可愛いタゴカエル、ヤマアカガエルなどいろんな

カエルに会いに行こうと思ったのに・・・。行けませんでした。 

じつは、前の日から雨がひどく「渓谷は水量が多くなってて危ないな行くのはやめよう」と決意。 

そこで、渓谷には入らないけど、アマガエルに会える三豊神社の境内で観察会に変更。お弁当は集会所で食べられる

ように管理人さんに連絡。 

でも、夕方、状況を確かめるために、また管理人さんに電話すると「熊野川の水が黒くなっているから来ない方がい

い」。ということは、途中の山道の状況もあまりよくない。で、また変更。鮎川ですることになったのでした。 

  

１０時、かもん館に集合。カエルやへびのことを誰よりも 

知っていて、へびとり名人の大谷さんも登場。 

お土産はなんと５００㎜のペットボトルに入れられている 

ニホンマムシ、もちろん、まだ生きています！！ 

はじめて参加のお友達もいるのでアイスブレーキング。 

ゲームで遊んでから住吉神社へ出発 

 

                                  

                                  

住吉神社は 

 

 

江戸時代に 

 

 

 

 

 

 

 

                 神社の入り口で手や口を清めて、まずは神殿に神社の森や境内を使わせて 

             下さいとご挨拶。そして、一日の無事をお願い。 

              オガタマノキは背が高く葉っぱはよくわかりませんでしたが、今年出来たば 

                   かりのブドウの赤ちゃんのようなオガタマノキの実を拾いました。そばには 

              かずらが垂れていて、ブランコしてみた人もいましたね。雨が降り出しても 

              

住吉神社は鮎川の人たちの大事な神

社です。江戸時代に摂津の国（今の大阪

府堺市）から勧請（神様をお招きして祀ること）

し、明治７年に鮎川王子を合祀、明治末

年には剣神社他ほか村内の神社を合祀

しました。                                

社殿の後の森は和歌山県指定天然記念

物となっていて、オガタマノキを始め、

シイ、イチイガシ、クスノキ、クロガネ

モチ、イヌマキ、ムクロジ、スギなど昔

のこのあたりの森の様子をよく残して

います。 
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「カエルさんこんにちは」 が 

  「イモリさんも こんにちは」に なった一日 
 

平成２３年度 

第２回自然教室 

 

 

                    

住吉神社入り口 

ご神木・夫婦樹 

ムクロジとイヌマキ 

天然記念物 

オガタマノキ 

高さ 27.3ｍ 

幹回り 4.09ｍ 

 

オガタマノキの実 

左 去年  

右 今年 

なんのその、しっかりお弁当を食べ、ムクロジとイヌマキが一つになっ

ているご神木を観察。 

神社を出ると雨模様の熊野古道を御所跡まで自然観察して歩きました。 

はじめのいっぽの自然の日 
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  歩き出してすぐ、出会ったのは 

 ミョウガの葉っばの上のかたつむり 

 カラムシとなかよしのラミーカミキリ 

 のり面の下の木くずや葉っばのたまったところからは         

チャバネゴキブリが出てきて、ベニボタルも飛んできました。 

                        

   

     

   

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  途中から降り出した雨にも負けずに歩いていると、アンパンが落ちていました。 

 アンパンと思ったら、キノコ。 

 この日は、御所跡の森や草地でもキノコをたくさん見つけました 

 

 

 

 

 

 

 

お花も咲いていま 

した。でも、みんな 

はあまり興味がわか 

なかったかな。 

①から④の植物は木と草に分けら 

れます。( )の中に番号を入れてみましょう 

・木（ ）（ ） 草（ ）（ ） 答えは最後に。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鮎川の熊野古道は時代の中で人が暮らしやすい舗装道路になっていま

す。でも道路わきには自然がいっぱい。 

高学年グループは大谷さんと、低学年グループは藤原さんを隊長にお

父さんお母さんと歩きました。 

高学年グループはどんどん先に行ってしまいます。お兄さんお姉さんが

何を見つけてるのか気になるけど、低学年のみんなもいろんなものを、

次々見つけてしまうので、ちっとも追いつきません。 

はじまりはここから 

  

 

 

 

①テイカカズ

ラ 

④コウゾ 

②シタキソウ 

③オ カトラノ

オ 

ブドウそっくりのノブドウ 

ベニボタル 

ラミーカミキリ 
チャバネゴキブリ 

のり面の上にはニガイチ

ゴが赤い実をたくさんつけ

ていてみんなで食べました。 

赤いけど少し苦味のある木

イチゴですが、よく熟してい

るのはあまかったですね。 

写真には写ってませんが高

学年グループも食べました。 

ニガイチゴ 

 

  

 
 

 

 

 

 

ノウタケ 

木に生えていた森のきのこ

こ 

草地のきのこ

こ 



終点の御所跡でやっと高学年グループと合流。 

高学年グループの持っていたケースの中には 

トノサマガエルとツチガエルが入っていました。 

残念ながらシマヘビは取り逃がしてしまったそうです。 

御所跡の森と草地にはイモリがたくさん。 

降りていった田んぼにもどっさり。 

田んぼにはオタマジャクシもどっさり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 かもん館に帰ってから、みんなで持って帰って 

来たキノコの名前を調べました。キノコの名前は難しい！！でも、なんと言っても今日はイモリの日！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御所跡の森と草地 

 

カニもいるよ 

 イモリはなん

といってるの

かな 

 

 

 

 

 

 

イモリのお腹のも

ようはさまざま 

トノサマガエル 

ヘビのぬけがら・いろいろ 

 

 

今日、面白かった順番は 

・みんなでゔゲームをして遊んだこと  

  １番（５人） ２番（９人） ３番（０人）  

・おひるごはん 

  １番（０人） ２番（１人） ３番（１３人） 

・自然観察会 

  １番（１２人） ２番（２人） ３番（２人） 

カエルに会えましたか 

・アマガエルを見つけた 

・はい・はい・はい・はい・はい・はい・はい・はい 

・はい トノサマガエルに会えてうれしかった 

・会えました 

・アエマシタ 

・あえました 

・あえた 

・会えました 

・見せてもらいました 

みんなのふりかえりから 

 

カエルのほかに、見つけたおもしろいものを教えてください 

・ノウタケとカシタケとカタツムリとこけととけいそうとかえるとおたま

じゃくし 

・キノコやイモリ、ヘビ、カタツムリ、イチゴ 

・ノウタケ 見た目も触っても半分に割ってもフワフワでアンパンみたい

でおいしそうだった。マムシ、まじまじとしっかり見れてよかった 

・イモリ ニガイチゴ 

・日本イモリ、さわがに、クモ 

・カタツムリ 

・カタツムリ つるのぶらんこ ニガイチゴ 

・カタツムリ 

・イモリ 

・かたつむりのフン 

・シマヘビ 

・シマヘビ 

・ノウタケ 

・ノウタケ、アカハライモリ 

・野イチゴ 童心に返れました 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題の答 木（テイカカズラ）（コウゾ） 草（シタキソウ）（オカトラノオ） 

観察会ではきれいなモノに出会えましたか 

・お花やきれいな色のキノコ 

・いろんなコケ。きれいな緑でふわふわで触っても気持ちいい 

・にがいちご 

・トケイソウ 

・トケイソウがきれいでした。 

・はい それはムラサキカタバミ 

・おはな 

・おがたまの木とお花（名前がわからないです） 

・ニガイチゴ 

・景色とにがイチゴの赤色 

・オカトラノオ 

・シタキソウの白い花がきれいでした。 

・雨上がりの山々 

 

ハッとしたりヒャッとしたことがありましたか 

・あった （３）  ・なかつた（１２） 

 マムシを見せてもらって 

 すぐちかくにシマヘビがいた 

 ノウタケをみつけたこと 

 娘が率先して野イチゴを食べていたこと（たくましさに 

驚いた） 

きょうのみんなのまんぞくど 

１００％   ６人 

 ９０％   ４人 

 ８０％   ５人 

 ７０％   ２人 

  

 

 

足度１００％になるように 

とっても丌思議と思ったのはどんなことでしょう 

・カタツムリをさわると目がひっこんだ 

・ノウタケ キノコのなかまでもフワフワがあるんだ 

・にがいちごがあまかった 

・マムシがえさ無しで何カ月も生きる事 

・かたつむりの色がうすかった 

・かたつむりの色がうすい 

・きのこがアンパンみたい 

・子供はいちごら夢中になる 

・ヘビは雨の日にはあまりあえにくいこと 

・カエルやイモリの手が１８本もあること 

・ありません 

・ノウタケがアンパンのようだつたこと 

 

帰ってからお家の人やともだちに教えてあげたい

ことが 

・あった（１２） なかった（５） 

 しぜんかんさつのこと 

 ノウタケ フワフワのおいしそうなキノコがあったよ 

 小雨の山道に色々な生き物がいたこと 

 それはムラサキカタバミがおいしかったこと。 

 イモリのお腹のもようはみんな別々。ブランコ。 

 カモンくんの教室のこと全部 

 イモリとヤモリの違い 

 カエルやイモリの手の数 

 タラの芽（木） 

 子供の目線で色々なモノが発見されたこと 

 

 

みんなの満足度が 

１００になるように気

がついたこと言ってく

ださいね 

だい３回のおしらせ  

「おもいっきりあそぼなにしてあそぼ」の日 

 

い つ   平成２３年７月１０日（日） ９時~１６時 

ど こ で   小さな川の山小屋周辺 （雨の時）面川三豊神社集会所と境内周辺 

プログラム  竹を一本丸かじり（流しそうめんに挑戦 たけのうつわ おはし 水鉄砲 そのほか） 

       小川で水遊び（草で水車を作れるかな）スローロープの練習 マキでお湯をわかす・・など 

もちもの    

 のみもの  レインコート・ながぐつ 

 タオル  しゅっせきカード・ノート 

 きがえ（２組くらい）  えんぴつ 

 ぬらしてもいいうんどうぐつ  さんかひ 

 ぐんて  おひる代（ひとり２００円） 

ふくそう   ながそで・ながずぼん（竹林へ行く時は必ず。かえってきたら半そで半ズボンでいいです） 

       日よけの帽子（ぼうし） 

しゅうごう  天気・・百間山渓谷駐車場  雨・・かもん館駐車場 ８時２０分（みんなでいきます） 

 

 

  

 

当日の連絡 

０９０ 

５８８２ 

０７５３ 

いとう 


